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研究分野 発達心理学 教育学 保育学 
現在の研究課題 幼児はどのように振る舞い，会話をし，「ごっこ遊び」を創り上げていくのだろうか，，，

ということを考えています。長じて，人間は元々どのような存在で，どのように発達し

ていくのか？ということを探求する“ふり”をしています。  
主な担当科目 言葉 乳幼児保育 表現（言葉） 
  
研究・教育業績  （2006年度以降のものです。） 

〔学術論文〕 

2006.年 

Emergence of creativity and improvisational conversation in pretend play. (Joint paper) 
Annual Report, 28, 41-50. Research and Clinical Center for Child Development, Graduate 
School of Education, Hokkaido University. 

〔口頭発表〕 
2006年 9月 「ごっこ遊び状況が生成される過程についての研究：フレームにみ

る発話連鎖パターンの分析からー」 日本教育心理学会第 48 回大会発表論文集，

468. 
2007年 3月 
岩田恵子・鹿嶋桃子・松嵜洋子・福田きよみ (2007.3) 遊びをとらえる視点をさぐる

－ゆらぎ、共同性、関係、相互行為の観点から遊びを見る、日本発達心理学会第18
回大会（埼玉）、論文集、226頁． 

2008年 8月   Kashima,M. (2008) Meaning-making process and its development during 
pretend play.．Proceedings of the Annual ISCAR congress, 23. 

   
 

  
学会活動 日本教育心理学会会員  

日本発達心理学会会員  

日本質的心理学会会員  

日本心理学会会員  

日本保育学会会員    

International Society for Culture and Activity会員 



 
  
コメント （簡単な自己紹介） 

  学生の感性の鋭さに圧倒される日々です。 
 そんな学生たちから力をもらい，教えー教えられる毎日です！ 

 
 
 


